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Child Care Commons：わたしたちの子育てを実現する代替親族のシステム要件の構築 

研究開発項目 

1. CCC の機能要件と社会受容可能性の明確化

２０２４年度までの進捗状況 

１．概要 

本研究開発項目は、プロジェクトの「子育て多様化の背

景調査と実践による理論化」を担っています。この研究開

発テーマの達成により、「従来の子育てに関する制度を補

完する CCC に必要となる機能が明確化されること」とな

り、プロジェクトの目指す「社会全体で多様な人々が柔軟

かつ責任をもって子育てに関わる『わたしたちの子育て』

の実現」、ムーンショット目標 9 で目指す「個人間・集団

のコミュニケーション等におけるこころのサポート」に貢

献します。この達成に向けては、「子育てを社会全体で行

うための具体的な方法や方針を明らかにする」ことが課題

となっており、これらの解決を目標とし、2 つの具体的課

題に取り組みます。 

課題 1：子育ての実例・専門家の視点からの要件構築 

子育てに関わる多様な人へのインタビューや既存の社

会制度に関する文献調査を通して、子育てに第三者が関わ

ることの長所・短所について複数の専門領域から検討しま

す。 

課題 2：CCC に基づく家族関係のテスト 

本研究グループ関係者で実際に擬似的 CCC を運用し、ロー

ルプレイとテストの反復によって具体的な状況で生じる

課題や CCC の利点について仮説を整理します。 

２．これまでの主な成果 

課題 1a: 

第三者の関与の重要性を進化生物学の観点から検証する

とともに、子育ての当事者である親と子ども、子育てに関

わる第三者、計 98 名へのインタビュー、24 名の専門家へ

のヒアリングを行い、それぞれの視点からメリット・デメ

リットを整理しました。これらの結果に基づき、大規模調

査を実施して、CCC を促進するために親・子・第三者の各

視点から重要なことを整理しました。 

親の視点からは「子どもに危害が及ばない」、「第三者が

信頼できる」、「自分が安心できる」ことが重視され、子ど

もの視点からは「話しやすい」、「緊張しないですむ」、「自

分の話を聞いてくれる」ことが重視され、第三者の視点か

らは「自分の体調がよい」、「自分に精神的な余裕がある」、

「自分の時間に余裕がある」ことが重視されました。 

課題 1b: 

社会学の観点から親に代わって子育てをサポートして

きた従来のさまざまな制度（施設養護、里親、養子縁組、

保育所、保育ママなど）について、社会学の観点から約 150

点の文献調査を行うとともに、研究者へのインタビューや、

島根県海士町で実施されている「島親」制度についての事

例調査を行いました。 

またその結果をもとに、3,900 名の成人男女を対象とし

てアンケート調査を行い、「親として子どもを預けたい制

度」、「（子育ての）参画者として参加したい制度」の姿を探

りました。この分析を通じて、親として子どもを預けたい

程度を高める要素が、「ケアの場が公共の場であること」が

わかりました。また「ケアの場が個人宅ではなく公共の場

であること」、「ケアの内容が決められた遊びのプログラム

ではなく、各自の得意なことを教えること」である場合、

ケア提供者として参画したい程度を高めることが分かりま

した。 

課題 2：CCC に基づく家族関係のテスト 

CCC の事例として、親、子、第三者からなるチーム家族

を構成し、チーム家族のメンバー間の関係性の変化や関係

性を形成するうえでの課題（とまどい）を記録しました。 

実践のなかで、コーディネート役の重要性や、チーム家

族メンバーの関係性を築く手がかりなどが明らかになり

ました。 

また、チーム家族のような関係性を伝えるための説明方

法や、1 日チーム家族体験を行うとともに、2 年間活動をつ

づけたという設定で架空の写真を用いて架空の出来事に

ついて話すというロールプレイを取り入れたワークショ

ップの開発を行いました。 

３．今後の展開 

課題1:CCC機能要件の明確化と潜在的参画者判定システム 
これまでの大規模調査で明らかになった観点について、

さらなる大規模調査を実施し、より定量的に CCC の機能要

件を明確化することで、これから求められるアロマザリン

グの姿を、科学的検証を重ねながら明らかにします。 

さらに、CCC の制度設計に向けて、地域社会の文脈に関

する要因や潜在的参画者の特性、参画者同士のネットワー

クに関する要因をさらに特定していくことが求められます。 

課題 2：CCC に基づく家族関係のテスト 

今後はチーム家族の実践を継続し、長期的な変化を記録

していくことや、社員の子育てを支援しあうような CCC の

民間企業での導入に向けたワークショップ開発、さらに、

チーム家族の体験を伝えるためのストーリー公開を計画し

ています。 

（写真：親子と第三者からなるチーム家族が一緒に関

係性構築のためのワークを行なっている様子） 
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 Child Care Commons：わたしたちの子育てを実現する代替親族のシステム要件の構築 

研究開発項目 

2. Child Care Commons 運用システムの設計

２０２４年度までの進捗状況 

１．概要 

本研究開発項目では、「Child Care Commons（CCC）」の実

現に必要となるシステムの要件を構築することをめざしま

す。この目標を達成するために、システムによって実現さ

れるべき機能群を明らかにするとともに、その機能群を実

装できる技術の要件を検討する必要があります。また、CCC

が親子や第三者にとっての効用となるのかを検討する必要

があります。 

課題 3:CCC をささえる ICT の仕様 

CCC の活動において、親だけでなく多様な人（第三者）

が主体的に関わる仲間として子育てに参画し、その人なり

のやり方で、柔軟かつ責任をもって関わることを支援する

デジタル技術の要件を構築します。具体的には、SNS など

の日常生活で使われる情報技術を通して行われる CCC 活動

のコミュニケーションログから社会関係性を可視化し、参

画者が自身の果たすべき役割を理解したり、参加のモチベ

ーションを高めることを促します。また、ブロックチェー

ン技術やそれに類する技術によって、親子と第三者の関わ

りに関する情報の真正性を保証し、その関係性の価値化を

支援します。 

課題 4:CCC をささえるエビデンスと受容 

CCC のような取り組みが、子どもや親、第三者 (参画者) 

にとってどのような影響を及ぼすのか、またどのようにし

たら CCC が親子や第三者にとってポジティブな効果を与え

るのかを考え、そのためのエビデンスを脳科学や心理学の

視点から検討します。 

 

２．これまでの主な成果 

課題 3:CCC をささえる ICT の仕様 

既存技術群及び課題推進者が関連してきた技術を親子関係

に適用できるよう CCC の運用システムの技術仕様及びデータ

運用について、課題 5 とも連携しまとめました。さらに、心的つ

ながりを可視化するシステムについては、CCC の実践に関する

課題 2 の実データを用いた検証を行いました。 

課題 4: 

ソーシャルキャピタルとウェルビーイングとの関連 

292 名の大学生に子ども時代の社会的つながり（ソーシャル

キャピタル）を回顧していただき、現時点（大学生時点）のウェ

ルビーイングと関連するのかを調査しました。その結果、幼少

期に親以外の信頼できる大人との関係が豊かだった人ほど、

成人後のウェルビーイングが高いことがわかりました。 

また、4 歳から 85 歳までの約 4,000 名を対象に、子ども時代

（18 歳以上は 18 歳未満のことを回顧）に親以外の信頼できる

他者がいるかどうかを回答していただくと、「困ったときに頼れ

る人がほとんどいない人（青）」と「多数頼れる人がいる人（ピン

ク）」に二極化していることがわかりました（右上図参照）。 

 

ソーシャルキャピタルと脳との関連 

上記の社会的つながりの格差について、脳の構造を成人

109 名を対象として脳画像解析（fMRI）で調べたところ、社会的

つながりの豊かな人は、そうではない人に比べて「共感」にか

かわる脳の部位が発達している可能性が示唆されました（下

図）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後、構築した要件を統合するようなシステムを設計してい

くとともに、CCC の効用に関するエビデンスを他分野（社会学、

医学、生物学など）の知見も統合しながら蓄積し、安心して CCC

に参加していただけるような環境整備を進めていきます。 

３．今後の展開 

 
（CCC 運用システムの機能イメージ図） 

 
（二極化している社会的つながり） 

 
（ソーシャルキャピタルの低い人に比べて、 

高い人で発達している脳の部位を赤く示している） 
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 Child Care Commons：わたしたちの子育てを実現するシステム要件の構築 

研究開発項目 

3. Child Care Commons の社会受容性の醸成 
 

２０２４年度までの進捗状況 

１．概要 

本研究課題では、社会全体で子育て環境の選択肢を広げて

いくことをめざす「Child Care Commons（CCC）」のメリット理解

や多様な子育ての環境をそれぞれの親子が選択することを許

す雰囲気を、社会一般で広く醸成することをめざします。この

最終目標に向かって、子育て環境の多様性に対して社会一般

の方々がもつ様々な考え方を調査し、その結果にもとづいて

CCC が社会一般に受け入れられるようなシステムの修正提

案・要件構築の検討を行います。 

２．これまでの主な成果 

課題 5: 

CCC の一般イメージの調査 

CCC の内容を説明するリーフレットやワークシート、Web サ

イト（https://childcarecommons.org/）などを作成しました（上

図）。これらに基づいて、CCC に対する理解や納得の度合い

について調べるため、複数の調査を実施しました。その結果、

CCC の考え方に対して明確な反対を示す方は 10%程であり、

80～90%の人が CCC について説明した文章に納得することが

分かりました（下図）。これらのことから、詳細についてはブラッ

シュアップの余地があるものの、説明素材として一定程度機能

するものを作ることができました。 

 

CCC の社会受容の要件の抽出 

課題 1、2、3 と連携して大規模に調査を行ったところ、第三

者として子育てに関わってみたいと回答したのは 25%程度でし

た。 

また第三者が CCC に参加するうえでの期待点や参加の障

壁となる恐れについても伺いました。期待する点としては、「子

どもとともに自身も成長していくこと」（39.2%）、「子どもと関わる

ことで様々な視点を得ること」（36.4%）など、自らの学びになる

ことが期待されていることがわかりました。一方で、「精神的な

負担」（36.5%）や「かかわりにおいて責任が生じる」（29.0%）、

「金銭的な負担」（27.7%）についての不安が参入障壁となって

いることがわかりました。 

さらに、この調査のなかで、やり取りに使いたいコミュニケー

ションメディアについても尋ねたところ、LINE や Instagram、

Facebook などの SNS を適切に利用したいと考えているのは約

70%であることもわかりました。一方、約 3 割の方が対面でのみ

交流を行いたいと回答しており、SNS を使いたくない方への配

慮も必要であることがわかりました。 

 

３．今後の展開 

第三者として子育てに関わりたいと考えている人は 4 人に 1

人いることがわかり、予想よりも多いことがわかりましたが、同

時に様々な負担に対する不安があること、コミュニケーションツ

ールに対する希望も個人によって異なることが分かりました。 

今後は、より多くの方が参加したいと思えるシステムを提案

していくため、上記の負担についてのサポートを検討していく

必要があります。 

また、性格特性との関連など、まだ完全に分析しきれていな

いデータも残されているので、今後詳細な解析を進めながら、

こうした知見を学術会議や専門誌へ投稿し、報告していくこと

も重要だと考えています。 

 
CCC への賛同度と CCC への納得度 

（2023 年度に開設した Web サイトの抜粋） 


